
・科研費電子申請システムとは
・提出する応募書類について
・操作手引き等の入手方法について
・研究機関が行う手続き（送信・却下）について
・応募者が行う手続きについて
・応募内容ファイルについて
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第３部

基盤研究等に応募する際の手続きについて

参考資料１：応募情報（Ｗｅｂ入力項目）（基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）、挑戦的萌芽研究、若手
研究（Ａ・Ｂ））作成・入力要領

参考資料２：平成25年度基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書作成・記入要領（新規）
参考資料３：平成25年度基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書（サンプルイメージ）
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科研費電子申請システムとは

科研費電子申請システムは、従来書面によって行っていた科研費
の申請手続を、インターネットを利用して行うシステムです。日本学術
振興会では、一部の募集事業について平成１７年度分（平成１６年度
受付）より、電子申請システムを利用して申請を受け付けてきました。

また、平成２２年度分より、文部科学省が運用する府省共通研究開
発管理システム(e-Rad)との連携を強化して運用を行っています。そ
のため、科研費電子申請システムを利用する場合には、e-Radを使
用できるよう事前準備とID・パスワードが必要となります。

なお、本システムは、e-Radと応募者及び応募者の所属研究機関担
当者（事務分担者を含む）のID・パスワードを共通化しております。



○応募書類の構成について
（日本学術振興会公募要領２６頁、２７頁）

科研費の応募書類（研究計画調書）は、前半部分（Ｗｅｂ入力項
目）と後半部分（応募内容ファイル）で構成されています。

・前半部分（Ｗｅｂ入力項目）
研究課題名、応募額、各年度に要する費目別の経費、研究組織情報等を科研費電子

申請システムに入力する部分

・後半部分（応募内容ファイル）
研究目的、研究計画・方法等の具体的な内容をワードファイルに記述する部分

科研費電子申請システムにおいて、前半部分を入力後、後半部
分をワードファイルまたはPDFファイルでアップロードし、提出処理
をすすめると、研究計画調書（PDFファイル）が出来上がります。
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提出する応募書類について



○応募までの流れ（研究機関）
（日本学術振興会公募要領６１頁～６５頁）

１．【必要に応じて】研究者の科研費応募資格を確認し、e-Radに「科研費
応募資格あり」として、研究者を登録し、e-RadのログインＩＤとパスワード
を研究者に配付

２． 「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基
準）」に基づく「体制整備等の自己評価チェックリスト」の提出
提出（送信）期限は平成２４年１０月５日（金）。

３．【必要に応じて】研究分担者承諾書の確認、研究分担者承諾書（他機
関用）の発行

※研究分担者承諾書は原本・写しとも日本学術振興会に提出する必要はありません。
研究代表者が保管しておいてください。研究機関は研究代表者が研究分担者承諾書の
提出を受けていることを確認してください。

４．研究者から送信（提出）された研究計画調書を確認し、日本学術振興
会へ送信（提出）
提出（送信）期限は平成２４年１１月９日午後４時３０分（時間厳守）。提出期限を過

ぎてからの応募は一切受け付けられません。
※送信期限の日の午後は科研費電子申請システムが込み合い、つながりにくくな

ることが予想されるので、可能な限り送信手続きを速やかに行ってください。
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○応募までの流れ（応募者）
（日本学術振興会公募要領２６頁～３１頁）

１．応募内容ファイルを日本学術振興会のホームページからダウン
ロードし、応募内容ファイルを作成

２．科研費電子申請システムにログインし、Ｗｅｂ入力項目を作成後、
応募内容ファイルをアップロードし、研究計画調書を作成

３．【必要に応じて】研究分担者承諾書の徴収
※研究分担者承諾書は原本・写しとも日本学術振興会に提出する必要はありません

（応募内容ファイルに添付する必要もありません。）。研究代表者が保管しておいてくださ
い。

４．所属する研究機関に科研費電子申請システム上で、研究計画
調書を送信
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○研究分担者承諾書について
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様 式 Ｆ－１１ 
 

                                平成  年  月  日 
 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（研究種目名を記入） 
研究分担者承諾書（他機関用） 

 
 

研究代表者所属研究機関・部局・職・氏名 
 
 
                                           殿  

 
研究課題名 
 
                                                                          

 （補助事業期間 平成  年度～平成  年度） 

 
 

 標記研究課題について、研究計画の遂行に関して研究代表者と協力しつつ、補助事業として

研究遂行責任を分担して研究活動を行う研究分担者となることを承諾します。 

 また、研究代表者から分担金の配分を受け科研費を適正に使用するとともに、標記研究課題

の研究代表者又は研究分担者が、科研費の不正な使用を行った場合には、交付申請の資格が停

止されることを承知しています。 
 

                         研究分担者の所属研究機関・部局・職・氏名 

 
                                                 印 
  
 
                研究分担者の所属研究機関番号等 
     機 関 番 号 部局番号 職番号         研 究 者 番 号    

                  

       
 

 
 
 本機関に所属する上記の者が標記研究課題の研究分担者となることを承諾します。 
 上記の者は、科研費の申請資格を有するとともに、科研費の不正な使用等に伴い科研費の交付対象から除
外されている者ではありません。 
 また、当該研究分担者が配分された研究費の経理・管理について責任を持って適正に行います。 
 
                          

研究分担者の所属研究機関長の職・氏名・職印 
 
                                                 印 

  
 
  注．１ 所属機関長の職・氏名・職印欄は、学部長、附置研究所等の部局の長が承諾書に関する権限を委任されているとき

は、これらの部局長の氏名・職印で差し支えありません。 
    ２ 同一の研究課題について、同一の研究機関から複数の研究分担者が参加しようとする場合は、「研究分担者の所属

研究機関・部局・職・氏名」欄及び「研究分担者の所属研究機関番号等」欄に連記して差し支えありません。 
    ３ 研究分担者は、内容を確認の上、氏名・研究者番号を必ず記入してください。 
      研究者番号の記入に当たっては、所属研究機関の事務局に確認の上、誤りの無いよう記入してください。 

様 式 Ｆ－１２ 

 

                            平成  年  月  日 

 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（研究種目名を記入） 
研究分担者承諾書（同一機関用） 

 

 

 

研究代表者所属部局・職・氏名 

 

 

              殿 
                     
 

 

研究課題名 
 
                                     

 （補助事業期間 平成  年度～平成  年度） 
 
 
 

 標記研究課題について、研究計画の遂行に関して研究代表者と協力しつつ、補助事業と

して研究遂行責任を分担して研究活動を行う研究分担者となることを承諾します（科研費

の申請資格を有していることは、所属する研究機関に確認済みです。）。 

 また、研究代表者から分担金の配分を受け科研費を適正に使用するとともに、標記研究

課題の研究代表者又は研究分担者が、科研費の不正な使用を行った場合には、交付申請の

資格が停止されることを承知しています。 
 

 

                         研究分担者の所属部局・職・氏名 

 

 

                                                 印 

 

                研究分担者の所属研究機関番号等 

    機 関 番 号 部局番号 職番号         研 究 者 番 号    

                  

  

 
  注．１ 科研費の申請資格の有無について、必ず所属する研究機関に確認してください。 
    ２ 同一の研究課題について、同一の研究機関から複数の研究分担者が参加しようとする場合は、「研究分担者の

所属部局・職・氏名」欄及び「研究分担者の所属研究機関番号等」欄に連記して差し支えありません。 
    ３ 研究分担者は、内容を確認の上、氏名・研究者番号を必ず記入してください。 
      研究者番号の記入に当たっては、所属研究機関の事務局に確認の上、誤りの無いよう記入してください。 

 

他機関に所属する研究分担者用 同一機関に所属する研究分担者用

所属する機関の長の職印が必要
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○応募書類提出の流れ
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①日本学術振興会科研費トップページの［電子申請のご案内］を
クリックします。

応募者
機関担当者

共通

操作手引き等の入手方法について



44

応募者
機関担当者

共通

②［科学研究費助成金事業］をクリックします。
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③科研費電子申請システムのトップページが表示されます。 応募者
機関担当者

共通
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④［応募者の方向け情報］または［所属研究機関担当者向け情報］
をクリックします。

応募者
機関担当者

共通
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応募者向け、機関担当者向けのそれぞれの操作手引き等の情報
が掲載してあります。

応募者
機関担当者

共通
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研究機関が行う手続き（送信・却下）について

（１）ログイン方法
①科研費電子申請システムのトップページの[所属研究機関向けページ]

をクリックします。

機関担当者
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②e-Radポータルサイトの「所属研究機関向けページ」画面が表示
されますので、[e-Radへのログイン］をクリックします。

機関担当者
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③電子証明書の選択画面が表示されますので、[ＯＫ]をクリックします。
機関担当者

（注）電子証明書の期限が切れている又はインストールされていない場合、電子証明書
選択画面が表示されず、次のような画面が表示されます。
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（※１）電子証明書がインストールされ
ていない場合、[デジタル証明書の選
択]画面が表示されず、ログインする
ことができません。インストールする
ための手続きに関する詳細は、e-
Radポータルサイト＞所属研究機関向
けページ＞システム利用に当たって
の事前準備（http://www.e-
rad.go.jp/shozoku/system/index.html
#12）をご参照ください。

（※２）
e-Rad電子証明書には有効期限があ
り、発行日より３年間となっています
ので、注意が必要です。現在使用して
いるe-Rad電子証明書の有効期限を
確認し、有効期限が近づいている、も
しくは有効期限が切れている場合は、
必ず更新手続き等を行ってください。
e-Rad電子証明書の有効期限の確認
方法や、更新手続き等の方法につい
ては、e-Radホームページ「電子証明
書更新」によりご確認ください。
（http://www.e-
rad.go.jp/shozoku/certificate/index.h
tml）

機関担当者
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④電子証明書が有効な場合、「所属研究機関担当者ログイン」画面が表示
されます。
e-Radの「ID」、「パスワード」を入力し、［ログイン］をクリックします。

機関担当者
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⑤入力が正しく認証されると、「所属研究機関向けメニュー」画面が表示されます。
「所属研究機関向けメニュー」画面で、画面右上の[科研費電子申請システム]

をクリックします。

（注）
e-Radトップメニューにある「応募受付状況検索（承認・却下）」メニューでは、科研費応募に係
る研究計画調書の「承認・却下」処理ができません。

機関担当者

（注）
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⑥「科研費電子申請システムに接続しています」と表示され、電子申請システム
への接続を開始します。

（注）
１分を経過しても画面が切り替わらない場合は、e-Radヘルプデスク（連絡先：0120-066-877）へ
お問い合わせください。
e-Radヘルプデスクの受付時間は下記の通りです。
受付時間 9:30～17:30
（土曜日、日曜日、国民の祝日及び年末年始を除く）

機関担当者
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⑦「所属研究機関担当者向けメニュー」画面が表示されます。

（注）画面はサンプルイメージです。実際の画面は変更になる場合があります。

機関担当者

画面中央下に応募・申請に関す
る重要なお知らせが表示されて
いますので、ログインの都度ご確
認ください。
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（２）研究計画調書の承認・却下
①［承認（確認）・却下］をクリックします。

※応募者から研究機関へ研究計画調書又は応募情報が送信された後、研究機関において
未承認の研究計画調書、又は未確認の応募情報が存在する場合、「所属研究機関担当者
向けメニュー」画面に、未承認（未確認）課題がある旨のメッセージが表示されます。

※

※

機関担当者
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②未承認課題ありとなっている研究種目をクリックします。

（注）承認処理（送信）が完了した研究種目は「※未承認課題あり」という表示が消えます。

機関担当者
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③応募者より送信（提出）のあった研究課題を確認し、承認または却下します。

応募のあった研究課題を確認し、
日本学術振興会へ提出・送信す
る場合には、承認するを選択した
上で、承認します。

応募者へ差し戻す場合
は、却下します。

（注）
承認すると、日本学術振興会へ提出・送信され、修正できなくなりますので、ご注意ください。
重複制限や若手研究の受給回数制限に該当していると、承認ボタンをクリック時にエラーが

表示されますので、エラー内容を確認してください。

機関担当者




